
   

 
 

 

 

 

 

 

（信号変換ボックス） 

ＢＸ－２００Ｎ
 

ＲＳ－２３２Ｃ／イーサネットＬＡＮ変換器 

 

 

 

 

 

仕様書・取扱説明書 
 

－第 3 版－ 

 

 

 

 

注意：本仕様、取扱説明書は、改良のため予告なく変更されることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅沢技研株式会社 

 

 



は じ め に 

 

「信号変換ボックス ＢＸ－２００Ｎ」を安全にご使用いただくために注意事項を説明します。 

その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

 安全にご使用いただくために                   
 

            

            この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり周囲の家財に損害 

             をあたえたりすることがあります。 

 

 

● 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。故障の原因となることがあります。 

● 付属ＡＣアダプタ以外のＡＣアダプタを使用しないでください。本体の故障の原因となること 

があります。 

● 長距離延長の場合、信号の強度とノイズを配慮した当社のケーブルか、または指定ケーブルを使用 

してください。 

● 本製品は日本国内使用時に限り有効とします。日本国外での使用に関する問い合わせ及び責任には 

一切応じかねます。 

● 人命にかかわる医療装置、航空機、船舶及び公共の場所などで運用した場合の責任には一切負いかね 

ます。 

● 本製品を使用したいかなるシステムの運用結果の影響、不具合に関しては一切責任を負いかねます。 

● 弊社製品の不具合に関しては、同等のものと交換（無償補償期間中のみ）までといたします。 

その他の機器の不具合まで補償するものではありません。 

 

 

 

 

● 使用上で次のような症状が出た時は直ちにプラグとケーブルをコネクタから抜き、速やかに販売店に 

ご連絡ください。 

（１） 異常な発熱、発煙、異臭、異音等が出た時。 

（２） 電撃を受けた時。 

（３）変換信号に異常が出た時。 

 

製品の保証 

 

 ● 当社の保証は、以下に起因する不具合に関しては適用されません。 

 （１）不適当又は不安全な保守、保管及び保存により生じた不具合。 

 （２）当社が認めていない使用上の誤り、或いは不当な改造や修理により生じた不具合。 

   （３）お客様による輸送移動中の落下、衝突等及び据え付け場所の不備又は保全の不適当による不具合。 

   （４）当社が認めていない車両、船舶ならびに航空機等へ搭載したことによる不具合。 

   （５）当社以外のソフトウェア又は機器を接続して生じた不具合。 

   （６）火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害等の天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による不具合。 

   （７）日本国以外の外国にて使用した場合の全ての不具合。 

 注意：上記による不具合製品については、性能や安全性を復旧できないことがあり、修理不能のことがあります 

ので、修理をお断りすることがあります。 

● 製品は改良などの為、予告なく意匠・仕様の一部を変更することがあります。 
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１．概要 
 

  ■ 概要 
本信号変換ボックスはシリアル通信ＲＳ－２３２Ｃ／イーサネットＬＡＮ変換を目的にした通信アダプター 

で下記の特徴があります。 

 

  ■ 主な特徴 
 

１．シリアル通信ＲＳ－２３２Ｃ／イーサネットＬＡＮ１０／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ相互変換ができます。 

 

２．ＲＳ－２３２Ｃ機器を簡単にネットワークからコントロールできます。 

 

３．対向接続することによりＲＳ－２３２Ｃ延長機としても使用できます。 

 

４．ＵＤＰプロトコルにより１：Ｎのブロードキャスト（同報）通信が可能になります。 

  ※ 別途、本器を１＋Ｎ個分接続できるポート数のＨＵＢが必要です。 

 

５．デフォルトゲートウェイの設定ができるためＴＣＰ／ＩＰプロトコルにてルーターを超えた通信ができます。 

  ※ ルーター側でＮＡＴ（ポートマッピング／ポートフォワード）等の設定が必要です。 

 

６．ＲＳ－２３２Ｃ端子は底面スイッチ切替えによりストレート／クロスケーブルどちらも使用可能です。 

   

２．各部の説明 
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Interface Converter

BX-200Ｎ
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図１ ＢＸ－２００Ｎ上面配置図 

  

 

               

 

図２ ＢＸ－２００Ｎ正面図  
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正面部 

上面部 

④左表示用ＬＥＤ ⑤右表示用ＬＥＤ ③ＤＣジャック 

①ＬＡＮコネクタ 

 ＲＪ－４５ 

②ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

 Ｄサブ９ピン(オス) 



２．各部の説明 
 

               

  

 

図３ ＢＸ－２００Ｎ底面図  

 ＜表示部＞ 

通信状態監視表示用ＬＥＤ：ＬＡＮコネクタの上部に２つのＬＥＤがあります。 

（図1の ④ 左表示用ＬＥＤ、⑤ 右表示用ＬＥＤ）左、右のＬＥＤの点灯状況が通信状態を表示します。 

  

  ④左ＬＥＤ ⑤右ＬＥＤ 

ＬＥＤ色 意味 ＬＥＤ色 意味 

消灯 １０ＢＡＳＥ－Ｔ 消灯 LINK 無 

緑色 １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 緑色 LINK 中 

 ＜電源部＞ 

  ＤＣジャック：コネクタ  

ＡＣアダプタ：ＤＣ＋５Ｖ ３Ａ 大  付属品ＡＣアダプタより供給 

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 日本国内専用 

 

 ＜接続部＞ 
① ＬＡＮコネクタ     ：  ＬＡＮ、ネットワーク機器に接続します。（ＲＪ－４５） 

② ＲＳ－２３２Ｃコネクタ : パソコンなどのシリアル通信ＲＳ－２３２Ｃ信号と接続します。 

③ ＤＣジャック          : 添付のＡＣアダプタと接続します。 

 

＜底面部＞ 
底面のスライドスイッチをシルク表示のように切り替えることで、ＲＳ－２３２Ｃをストレート・クロス

いずれの接続にも切替え可能です。出荷時は対PCにおいてストレートケーブル用に設定されています。 

  ※全てのスイッチをＯＦＦすると通信できません。全てのスイッチをＯＮすると、ＲＳ－２３２Ｃ側の折り

返し試験ができます。通常は、１，２，３，４および５，６，７，８を一組としてどちらかをＯＮ、他方

をＯＦＦとしてください。 
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底面部 

 



３．使用方法 

 

 

  必ず先にＲＳ－２３２Ｃ部分とＬＡＮ部分を接続してから、ＡＣアダプタを接続してください。 

 

 

  ３－１．ＬＡＮインターフェース部分の接続 

 

           
   図４－１ ＢＸ－２００Ｎをハブに接続する場合 

 

 

 

      図４－２ ＢＸ－２００Ｎを対向で接続し，ＲＳ－２３２Ｃの延長として使用する場合 

※ ＲＳ－２３２Ｃにクロスケーブルを使用する時は、底面スイッチをクロス設定に変更してください。 

 

 

※ ＬＡＮケーブルの結線詳細は、６－１項をご参照ください。 
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３．使用方法 

 

 ３－２．シリアル通信ＲＳ－２３２Ｃ部分の接続 

 

  本機のＲＳ－２３２ＣコネクタとＰＣ等のＤＴＥ機器と接続する場合はストレート、モデム等のＤＣＥ機器 

にはクロスケーブルにて接続します。１５ｍまでが延長の目安です。ＬＡＮケーブルはＣＡＴ５e以上のケーブル 

で 長１００ｍまでの延長が可能です。 

 

ＲＳ－２３２Cコネクタ

ＲＳ－２３２Ｃ入出力が装
備されたDTE機器

ハブなどの
DCE機器

サーバ等のＤＴＥ機器

本変換ボックス

① ＬＡＮコネクタ
② ＲＳ－２３２Ｃコネクタ：

Ｄサブ９ピンコネクタ

③ ＤＣジャック

ＡＣアダプター

ストレートケーブル
ストレートケーブル

ストレートケーブル

 
   図５ 本信号変換ボックスをネットワークに接続する時の接続例 

 

※ ＲＳ－２３２Ｃケーブルの結線詳細は、６－２項をご参照下さい。 

 

 ３－３．ＡＣアダプタの接続 

 

  本機のＤＣジャックに、付属のＡＣアダプタのプラグを差し込んでください。ＡＣアダプタは、 

ＡＣコンセントに接続します。 

 

 

 ３－４．必要なソフトウェアのインストール 

 

ＰＣからの各種設定は専用のソフトウェアをインストールする場合があります。 

ソフトウェアのインストールと操作の詳細は、「BX-200N LAN設定取扱説明書」をご参照下さい。 
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４．オプション 

 

４－１．シリアル通信ＲＳ－２３２Ｃ延長ケーブル ＲＭ－０９０９－××ｍ 

                             

  ケーブル延長距離： 長 １５ｍ 

品 名 型 名 ケーブル長 

 

  制御ケーブル 

ＲＭ－０９０９－２ｍ ２ｍ 

ＲＭ－０９０９－１０ｍ １０ｍ 

ＲＭ－０９０９－１５ｍ １５ｍ 

 

 ※ ××には、ケーブル長と等しい数字が記載されます。 

          （例） ＲＭ－０９０９－８ｍ  のケーブル長さは８ｍです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 



５．仕様 

 

ＲＳ－２３２Ｃ／イーサネットＬＡＮ変換部分 

●通信方式    全二重調歩同期式 

● 大通信ボーレイト   300bps～115.2kbps 

●データビット   ７/８ビット 

●ストップビット   １/１．５／２ビット 

●パリティビット   なし / 偶数 / 奇数 

●サポート制御ライン   CTS / RTS 

●フロー制御                    なし 

●ＲＳ－２３２Ｃ 大延長距離   15ｍ 

●通信規格    Ethernet Version2.0/IEEE802.3準拠 

                10BASE-T／100BASE-TX オートセンシング 

●通信プロトコル   ARP, UDP/IP, TCP/IP, ICMP 

  ●ＬＡＮ 大延長距離       １００ｍ 

●筐体材料            ｔ０．８鋼板 

  ●電源              出力電圧ＤＣ+５Ｖ ３Ａ 

入力電圧ＡＣ９０Ｖ～１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ  

  ●消費電力            大 １．３Ｗ（３ＶＡ）／ＡＣ１００Ｖ 

  ●保存条件            温度： ０℃ ～ ４０℃、 

湿度：   ２５％ ～ ８５％ 結露しないこと。 

  ●使用環境            周囲温度：  ０℃ ～ ４０℃ 
                   周囲湿度：２５％ ～ ８５％ 結露しないこと。 

 

             ・風通しの良い所に設置してください。 

             ・暖房機器の熱が直接当たらない所に設置してください。 

             ・熱、水、湯気、油、油煙がかかる所や換気扇の近くには設置しないでください。 

 

  ●質量     約１５５ 

  ●外形寸法  ９０.６（Ｗ）×５７（Ｄ）×２４（Ｈ）ｍｍ ゴム足突起部含まず。 

  ●塗装色    ミディアムグレー色 

●添付品   本紙「仕様書・取扱説明書」、ＡＣアダプタ 

製品の定格及びデザインは、改良のため予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
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注意 



６．コネクタ仕様 

 

  ６－１．イーサネットＬＡＮインターフェース１０／１００ＢＡＳＥ－Ｔ コネクタ 

      Auto-MIDX機能 

 

ＬＡＮコネクタ ： 標準８ピンモジュラージャックＲＪ－４５（１．０ｍｍピッチ×１列）1個 

通信状態監視表示用ＬＥＤ ： ＬＡＮコネクタの上部に２つのＬＥＤがあります。 

（ ④ 左表示用ＬＥＤ、⑤ 右表示用ＬＥＤ） 

                       

 

 
      ＬＡＮコネクタ部 

 

 

    

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

 

ケーブル側 ＲＪ－４５コネクタ 

 

 

ＬＡＮケーブル結線例 

 

下記紹介した結線例はＥＩＡ／ＴＩＡ－５６８Ｂになっています。ＣＡＴ５e以上のケーブルを使用し結線します。 

※ ＳＴＰケーブルにも対応しています。 

 

＜ストレートケーブル＞ 
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コネクタ          ：ＲＪ－４５ 

規格        :１０/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ 

インターフェース  :ＤＴＥ仕様 

 

ケーブル      ：ＣＡＴ５ｅ 以上 

ケーブル長さ   ：１００ｍまで 

LANコネクタ（RJ-45）の左図はコネクタ・ラッチ（脱落防止のツメ）

部を下にして見た図です。このときのピン配置は、左側の末端が1ピン

になります。その後は順に2ピン～8ピンまで続きます。 



６．コネクタ仕様 

 

６－２．ＲＳ－２３２Ｃ用Ｄサブ９ピンコネクタ 

 

コネクタ仕様 

＜正面部＞ 

2 3 4 5

986

1

7

 

 

 

                    

                                           

 

※ ＤＴＲ/ＤＳＲ/ ＣＤ/ＲＩの各信号はサポートしておりません。 

ケーブル      ：ＲＳ－２３２Ｃケーブル 

ケーブル延長距離：１５ｍ  

 

 

ＲＳ－２３２Ｃ結線例 

 

 

<Ｄ-ＳＵＢ９ピンストレート結線例>         ＜Ｄ-ＳＵＢ２５ピンストレート結線例＞ 

 

        

 

※ 底面スイッチ設定により、クロス接続／ストレート接続の切替えが可能。 
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項目 設定内容 

同期方式 調歩同期式（非同期） 

通信速度 300bps～115.2kbps 

データ長 7/8ビット 

パリティ 奇数/偶数/なし 

ストップビット １/１.５/２ビット 

フロー制御 なし 

サポート制御ライン ＲＴＳ/ＣＴＳ 
コネクタ    ：Ｄサブ９ピン オス 

嵌合ネジ     ：インチ メス 

インターフェース：ＤＣＥ仕様 

(底面スイッチ設定でＤＴＥ仕様が可能)

通信条件 



７．こんな症状の場合 

 

ＡＣアダプタを接続したが動作しない  

 

・ 電源ケーブルが正しくコンセントに接続されていますか？ 

外れている場合は受電されているコンセントに接続します。 

    

   ・ ＡＣコンセントからの電源が受電されていますか？ 

     受電されていない場合は、他のコンセントへ差し替えをします。 

 

 

 ＲＳ－２３２Ｃの通信ができない。 

 

・ ＲＳ－２３２Ｃケーブルの結線および底面スイッチ設定は合っていますか？ 

ＰＣ等のＤＴＥ機器と接続する場合はストレート接続です。 

     モデム等のＤＣＥ機器を接続する場合はクロス接続です。  

 

・ ＢＸ－２００Ｎで設定した通信速度とフォーマットが接続機器に合わせて設定されていますか？ 

  通信速度・データフォーマットを接続機器の仕様と一致させる必要があります。 

 

・ ケーブル長が長すぎていませんか？ 

ケーブル長が長い場合、通信速度・ケーブル仕様によっては通信ができないことがあります。 

    

・ 設置環境がノイズの多発する場所になっていませんか？ 

     ノイズが混入し通信できなくなる場合があります。 

   

 

 ＬＡＮの通信ができない 

 

・ ＬＡＮコネクタ上部にあるリンクランプの状態はいかがですか？ 

     ２つのＬＥＤが共に消灯の場合、ケーブルが接続されていないか電源が投入されていない場合があります。 

    

・ ＬＡＮケーブルの結線に間違えはありませんか？ 

 

・ 接続先のネットワーク機器が10BASE-T又は、100BASE-TXに対応していますか？ 

接続相手のネットワーク機器を規格対応機種に変更する必要があります。 

 

・ ＩＰアドレス等のネットワーク設定が正しくされていますか？ 

  ＩＰアドレス、サブネットマスクが接続先ネットワークに適した設定にする必要があります。 

  設定がわからない場合は、ネットワーク管理者へご確認下さい。 
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